別紙様式
平成23当初予算　　　支出科目　款：農林水産業費　項：農業費　目：農業振興費
	事業名:食と環境を守るぎふクリーン農業総合推進事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　農政部　農業技術課　クリーン農業担当　電話番号：058-272-1111（内2847）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11419@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：5,900千円（前年度予算額：5,900千円）

	事業内容


	１　事業の内容


化学合成農薬・化学肥料の使用量を３０％以上削減する安全・安心でエコなぎふクリーン農業の普及推進と消費者等への普及啓発活動を実施する。

（１）生産登録（新規・更新）の推進
登録審査（表示審査会開催、生産履歴点検等）、更新講習会、確認検査等の実施
（２）環境保全に資する新たな栽培技術の普及推進（拡充）
実証ほの設置や検討会の開催等
（２）普及啓発推進
・各種メディアを活用した広報宣伝や食に関心の高い消費者を対象とした広報活動（離乳食学級等）、小学校等での出前講座、消費者交流会、消費者キャンペーン等の実施
・ぎふクリーン農産物を積極的に取り扱う量販店や直売施設等を「販売協力店」として指定し、店頭でのＰＲを実施（拡充）
　
	２　所要経費


（１）表示制度登録推進　　　　　　4,427千円
（２）栽培技術の普及推進　
   300千円

（２）普及啓発推進　　　　　　　　1,173千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


第５章　県が取り組む施策の方向性

Ⅱ　ふるさと岐阜県の資源を活かした活力づくり

２　儲かる農業・林業・畜産業を実現し、持続可能な農山村をつくる

○　売れる農畜産物をつくる

（２）安全・安心でうまい農畜産物をつくる
	２　これまでの取組状況


・平成７年３月に「ぎふクリーン農業推進基本方針」を策定し、ぎふクリーン農業の推進を開始した。平成11年度には生産者の努力を消費者にＰＲするための「ぎふクリーン農業表示制度」を創設した。

・生産登録は順調に拡大し、平成21年度末の生産登録面積は12,377haで県内作付面積の24.1%を占めるに至った。
・また、各種メディアでの広報宣伝や量販店と連携したフェア開催や出前講座、消費者交流会、消費者キャンペーンの実施などにより普及啓発を実施してきた。
	３　これまでの取組に対する評価


・生産登録は順調に拡大しており、県土環境の保全に貢献している。

・本県主要品目の産地単位での生産登録は進展し、安全・安心・エコな県産農産物の安定供給が図られている。

・今後は、登録割合の低い品目を中心に一層の登録拡大を推進するとともに、より環境保全効果の高い取組（50％以上削減、不使用等）の推進を図る必要がある。

・ぎふクリーン農業の県民認知度は31％（平成22年度県政モニター調査）となっているが、販売優位性を高めるうえで、認知度を向上させる効果的な普及啓発活動を展開する必要がある。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）
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